
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】冷間圧延操業における消費電力の低減、表面清浄度向上、圧延油原単位の低減、
安定操業に寄与する鋼板用冷間圧延油を提供すること。
【解決手段】  基油が鉱物油、動植物油脂及び合成エステル類の 1種または 2種以上に、α
－オレフィン－無水マレイン酸共重合体の部分エステル（分子量 10,000～ 50,000）を 0.1
～ 10重量％を含有せしめ、そのα－オレフィン－無水マレイン酸共重合体とエステル化す
るために供されるアルコールがアルキル、アリル又はアリールアルキレングリコールであ
ることを特徴とした鋼板用冷間圧延油組成物。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 油 が 鉱 物 油 、 動 植 物 油 脂 及 び 合 成 エ ス テ ル 類 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 に 、 α － オ レ フ ィ ン
－ 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 体 の 部 分 エ ス テ ル （ 分 子 量 10,000～ 50,000） を 0.1～ 10重 量 ％ 含
有 せ し め た こ と を 特 徴 と す る 鋼 板 用 冷 間 圧 延 油 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 α － オ レ フ ィ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 体 が 下 記 [化 １ ]記 載 の 構 造 式 を 有 す る 化 合
物 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 鋼 板 用 冷 間 圧 延 油 組 成 物 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   （ 但 し 、 式 中 R 1 は C 6 ～ C 1 6 の 直 鎖 又 は 分 岐 ア ル キ ル 基 、 nは 20～ 50）
【 請 求 項 ３ 】
　 α － オ レ フ ィ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 体 と エ ス テ ル 化 す る た め に 供 さ れ る ア ル コ ー ル
が 次 の 一 般 式 [化 ２ ]で 示 さ れ る ア ル キ ル 、 ア リ ル 又 は ア リ ー ル ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル で あ
る 請 求 項 １ 記 載 の 鋼 板 用 冷 間 圧 延 油 組 成 物 。
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
  （ 但 し 、 式 中 R 2 は C 1 ～ C 1 8 の 直 鎖 又 は 分 岐 ア ル キ ル 基 ,ア リ ル 基 又 は ア リ ー ル 基 を 、
　 　 　 R 3 は C 2 ～ C 4 の 直 鎖 又 は 分 岐 ア ル キ ル 基 を 、 m　 は 1～ 10の 整 数 を 示 す 。 ）
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鋼 板 （ 普 通 鋼 板 、 ス テ ン レ ス 鋼 板 、 電 磁 鋼 板 等 ） の 鋼 板 用 冷 間 圧 延 油 に 関 し
,詳 し く は 、 冷 間 圧 延 操 業 に お け る 消 費 電 力 の 低 減 、 表 面 清 浄 度 向 上 , 圧 延 油 原 単 位 の 低
減 、 安 定 操 業 に 寄 与 す る 鋼 板 用 冷 間 圧 延 油 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 冷 間 圧 延 油 は 、 鉱 物 油 、 動 植 物 油 脂 及 び 合 成 エ ス テ ル 等 の 基 油 の １ 種 ま た は ２ 種
以 上 に 、 ノ ニ オ ン 活 性 剤 、 ア ニ オ ン 活 性 剤 、 カ チ オ ン 活 性 剤 、 防 錆 剤 、 脂 肪 酸 、 極 圧 剤 、
酸 化 防 止 剤 等 を 適 宜 組 み 合 わ せ て 、 水 で 稀 釈 し 、 所 定 濃 度 の エ マ ル ジ ョ ン と し て 使 用 さ れ
る の が 主 流 で あ る 。
　  
　 近 年 の 圧 延 設 備 、 技 術 の 急 速 な 進 歩 に よ り 、 圧 延 速 度 の 高 速 化 、 大 量 生 産 化 が は か ら れ
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、 圧 延 油 に 対 す る 要 求 も 、 益 々 苛 酷 に な っ て き て い て 、 そ の 要 求 に 充 分 対 応 で き る 圧 延 油
の 開 発 が 望 ま れ て い る の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ に 関 し て 、 特 に 合 成 エ ス テ ル （ モ ノ 、 ジ 、 ト リ エ ス テ ル ） を 用 い た も の と し て 、 特
開 昭 　 60-60193号 公 報 、 両 性 高 分 子 化 合 物 、 及 び Ｈ Ｌ Ｂ 価 12以 上 の ノ ニ オ ン 活 性 剤 を 用 い
た も の と し て 、 特 開 昭 60-158297号 公 報 、 2級 ア ミ ン と 不 飽 和 脂 肪 酸 の 重 縮 合 物 を 用 い た も
の が 、 特 開 平 ０ ７ － ３ １ ０ ０ ８ ６ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 。
　 し か し 、 付 着 効 率 を 向 上 さ せ る た め ノ ニ オ ン 活 性 剤 で Ｈ Ｌ Ｂ や 添 加 量 を 調 整 し 、 エ マ ル
ジ ョ ン 粒 径 を 大 き く す る 手 段 が と ら れ て い る が 、 油 原 単 位 の 増 加 を ま ね き 、 不 経 済 で あ る
。 ま た 粒 径 を 大 き く し 過 ぎ る と 潤 滑 過 多 を ま ね き 、 ス リ ッ プ し て 正 常 な 圧 延 が 出 来 な い と
い う 難 点 が あ る 。 一 方 、 エ マ ル ジ ョ ン 粒 径 を 小 さ く す る と 付 着 効 率 が 悪 く な り 、 潤 滑 不 足
に よ る 焼 付 き や 、 張 力 ・ 板 厚 変 動 に 伴 う 振 動 現 象 が 起 こ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た カ チ オ ン 性 高 分 子 化 合 物 を 用 い た 圧 延 油 も 特 開 昭 ６ ０ － ２ ０ ３ ６ ９ ９ 号 公 報 に 提 唱
さ れ て い る が 、 摩 耗 粉 に よ る 乳 化 変 動 が 大 き く 、 頻 繁 に 乳 化 ・ 粒 径 調 整 が 必 要 で 作 業 性 が
劣 る 欠 点 が 見 ら れ た 。 加 え て 、 対 イ オ ン に 硫 酸 イ オ ン 、 硝 酸 イ オ ン 、 塩 素 イ オ ン 、 リ ン 酸
イ オ ン 、 ホ ウ 酸 イ オ ン 等 の ア ニ オ ン が 使 用 さ れ る の で 、 錆 に 対 す る 問 題 が 常 に 付 き ま と う
欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ０ － ０ ６ ０ １ ９ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ７ － ３ １ ０ ０ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 昭 ６ ０ － １ ５ ８ ２ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 昭 ６ ０ － ２ ０ ３ ６ ９ ９ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 社 団 法 人 　 日 本 鉄 鋼 協 会 　 生 産 技 術 部 門 　 冷 延 部 会 編 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 冷 延 鋼 板 マ ニ ュ ア ル （ 平 成 ８ 年 ）
【 非 特 許 文 献 ２ 】 桑 原 　 康 長 　 著 　 「 「 鉄 鋼 の 冷 間 圧 延 」 　 工 業 技 術 全 書
【 非 特 許 文 献 ３ 】 日 本 ト ラ イ ボ ロ ジ ー 会 編 　 「 ト ラ イ ボ ロ ジ ー ハ ン ド ブ ッ ク 」    2001年
　 　 養 賢 堂 発 行
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 圧 延 油 で は 解 決 で き な か っ た 課 題 を 解 決 す る こ と に あ る 。 即 ち 、 乳 化
を 安 定 に し 、 均 一 な 付 着 性 を 有 し 、 且 つ 付 着 効 率 を 高 め な が ら も 、 圧 延 油 原 単 位 の 低 減 効
果 を 示 し 、 苛 酷 な 圧 延 条 件 に 耐 え 得 る 圧 延 油 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 特 定 の 高 分 子 化 合 物 を 用 い て 、 圧 延 油 エ マ ル ジ ョ ン の 粒 径 を あ る 一 定 範 囲 に
保 ち 、 ロ ー ル 、 被 圧 延 材 に 均 一 に 付 着 さ せ る こ と を 可 能 な ら し め て 、 高 潤 滑 性 を 示 し 、 圧
延 油 原 単 位 の 低 減 効 果 が え ら れ る 圧 延 油 を 開 発 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 、 基 油 が 鉱 物 油 、 動 植 物 油 脂 及 び 液 状 合 成 油 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 に 、 α － オ レ フ ィ
ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 体 の 部 分 エ ス テ ル （ 分 子 量 10,000‾50,000） を 0.1‾10重 量 ％ 用
い 、 そ の α － オ レ フ ィ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 体 と エ ス テ ル 化 す る た め に 供 さ れ る ア ル
コ ー ル が ア ル キ ル 、 ア リ ル 又 は ア リ ー ル ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル で あ る 組 成 物 を 鋼 板 用 冷 間
圧 延 油 組 成 物 と し て 用 い る こ と に よ り 、 前 記 課 題 を 克 服 す る に 至 っ た 。 尚 上 記 部 分 エ ス テ
ル と は 、 ハ ー フ エ ス テ ル （ モ ノ エ ス テ ル ） を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 詳 し く は 、 炭 素 原 子 数 8‾18、 好 ま し く は 12～ 14の α － オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン
酸 の １ ： ５ ～ ５ ： １ の モ ル 比 、 好 ま し く は １ ： ２ ～ ２ ： １ の 共 重 合 体 の ア ル キ ル 、 ア リ ル
又 は ア リ ー ル ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル の 部 分 エ ス テ ル を 圧 延 油 組 成 物 中 0.1‾10重 量 ％ 、 好 ま
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し く は 0.5‾5.0重 量 ％ 含 有 せ し め る こ と に よ り 、 前 記 課 題 を 解 決 で き る こ と が 本 発 明 者 の
研 究 に よ り 判 っ た 。
　 ま た 、 炭 素 原 子 数 8以 下 の α － オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 体 の 当 該 ア ル キ ル 、
ア リ ル 又 は ア リ ー ル ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル の 部 分 エ ス テ ル は 親 油 性 に 乏 し く 、 圧 延 油 組 成
物 が 濁 り 、 時 に は 沈 降 物 を 生 成 し て 好 ま し く な い 。 ま た 、 炭 素 原 子 数 20以 上 の α － オ レ フ
ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 酸 共 重 合 体 の 誘 導 体 で は 、 生 成 物 が 固 体 と な り 、 本 発 明 圧 延 油 組 成
物 に は 適 さ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ア ル キ ル 、 ア リ ル 又 は ア リ ー ル ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル の 具 体 例 と し て は 、 メ チ ル グ リ コ
ー ル 、 メ チ ル ジ グ リ コ ー ル 、 メ チ ル ト リ グ リ コ ー ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル グ リ コ ー ル 、 ブ チ ル グ
リ コ ー ル 、 ブ チ ル ジ グ リ コ ー ル 、 ブ チ ル ト リ グ リ コ ー ル 、 ヘ キ シ ル グ リ コ ー ル 、 ２ － エ チ
ル ヘ キ シ ル ジ グ リ コ ー ル 、 ア リ ル グ リ コ ー ル 、 フ ェ ニ ル グ リ コ ー ル 、 ベ ン ジ ル ジ グ リ コ ー
ル 、 メ チ ル プ ロ ピ レ ン ジ グ リ コ ー ル 、 プ ロ ピ ル プ ロ ピ レ ン ジ グ リ コ ー ル 、 ブ チ ル プ ロ ピ レ
ン グ リ コ ー ル 、 フ ェ ニ ル プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 等 が 挙 げ ら れ 、 好 ま し く は 、 メ チ ル グ リ コ
ー ル 、 メ チ ル ジ グ リ コ ー ル 、 ブ チ ル グ リ コ ー ル 、 ブ チ ル ジ グ リ コ ー ル 、 ２ － エ チ ル ヘ キ シ
ル ジ グ リ コ ー ル 、 ベ ン ジ ル ジ グ リ コ ー ル 、 プ ロ ピ ル プ ロ ピ レ ン ジ グ リ コ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 於 い て 使 用 さ れ る 基 油 と し て は 、 従 来 か ら こ の 種 の 圧 延 油 組 成 物 に 使 用 さ れ て
き た も の が い ず れ も 使 用 で き 、 そ の 代 表 例 と し て 具 体 的 に は 、 例 え ば ス ピ ン ド ル 油 、 マ シ
ン 油 、 タ ー ビ ン 油 、 シ リ ン ダ ー 油 等 の 鉱 物 油 ； 鯨 油 、 牛 脂 、 豚 油 、 ナ タ ネ 油 、 ヒ マ シ 油 、
ヌ カ 油 、 パ ー ム 油 、 ヤ シ 油 等 の 動 植 物 油 脂 ； 牛 脂 、 ヒ マ シ 油 、 ヤ シ 油 等 か ら 得 ら れ る 脂 肪
酸 及 び 合 成 脂 肪 酸 と 炭 素 原 子 数 １ ～ ２ ２ の 脂 肪 族 １ 価 ア ル コ ー ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、
ネ オ ペ ン チ ル グ リ コ ー ル 、 ト リ メ チ ロ ー ル プ ロ パ ン 、 ペ ン タ エ リ ス リ ト ー ル 等 と の エ ス テ
ル で あ る 合 成 エ ス テ ル 類 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 圧 延 油 組 成 物 に は 、 上 記 成 分 の ほ か 、 必 要 に 応 じ て 公 知 の 各 種 添 加 剤 、 例 え ば
極 圧 剤 、 油 性 向 上 剤 、 酸 化 防 止 剤 、 防 錆 剤 等 を 添 加 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 極 圧 剤 と し て は 、 ト リ ク レ ジ ル フ ォ ス フ ァ イ ト 、 ジ ア ル キ ル ジ チ オ リ ン 酸 亜 鉛 等 が 、 油
性 向 上 剤 と し て は 、 オ レ イ ン 酸 、 ス テ ア リ ン 酸 、 ダ イ マ ー 酸 な ど の 脂 肪 酸 、 酸 化 防 止 剤 と
し て は 、 ２ ,４ ジ ｔ -ブ チ ル p-ク レ ゾ ー ル 等 の フ ェ ノ ー ル 系 化 合 物 、 フ ェ ニ ル α -ナ フ チ ル
ア ミ ン 等 の 芳 香 族 ア ミ ン 等 が 、 防 錆 剤 と し て は 、 例 え ば ア ル ケ ニ ル コ ハ ク 酸 及 び そ の 誘 導
体 、 オ レ イ ン 酸 等 の 脂 肪 酸 、 ソ ル ビ タ ン モ ノ オ レ エ ー ト 等 の エ ス テ ル 、 そ の 他 の ア ミ ン 類
が そ れ ぞ れ 例 示 さ れ る 。 本 発 明 の 組 成 物 を 使 用 す る に 際 し て は 、 従 来 方 法 が 広 く そ の ま ま
適 用 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 冷 間 圧 延 油 組 成 物 は 、 従 来 の 圧 延 油 に は 見 ら れ な い 付 着 能 力 を 有 し 、 ロ ー ル や
被 圧 延 材 に 均 一 な 被 膜 を 形 成 し 、 発 生 鉄 粉 に よ る 乳 化 変 動 も な く 、 高 潤 滑 性 を 示 し た 。 し
か も 、 乳 化 変 動 が な い と い う こ と は 、 余 分 な 圧 延 油 の 補 給 が 不 必 要 と な り 、 油 原 単 位 が 低
い 経 済 的 に も 優 位 な 圧 延 油 を 提 供 す る こ と が 可 能 に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 発 明 を 理 解 し 易 く す る た め に 、 以 下 に 合 成 例 た る 参 考 例 を 示 し 、 そ れ と 同 様 の 方 法 で 製
造 さ れ た 特 定 化 合 物 を 用 い て の 実 施 例 並 び に 比 較 例 を 示 し て 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る が
、 下 記 の 実 施 例 は 本 発 明 を 何 ら 制 限 す る も の で は な い 。 但 し 、 下 記 実 施 例 に 於 い て 使 用 し
た 特 定 高 分 子 化 合 物 Ａ ～ Ｊ は 夫 々 次 の も の を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
＜ 参 考 例 ＞
　 温 度 計 、 撹 拌 機 、 逆 流 冷 却 管 を 取 り 付 け た 反 応 容 器 に キ シ レ ン ５ ０ ０ ｍ ｌ 、 炭 素 原 子 数
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１ ２ ～ １ ４ の α － オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 の 共 重 合 体 （ 平 均 分 子 量 １ ２ ， ０ ０ ０ ） １
４ ８ ． ８ ｇ 、 ブ チ ル ジ グ リ コ ー ル ７ ３ ｇ を 仕 込 み 、 １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ に て ４ ～ ５ 時 間 反 応
さ せ る 。 そ の 後 減 圧 下 に キ シ レ ン を 留 去 し 、 淡 褐 色 粘 稠 反 応 物 を 得 た 。 平 均 分 子 量 １ ８ ，
１ ０ ０ 。
【 ０ ０ １ ７ 】
 特 定 高 分 子 化 合 物 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ： C 1 2 ～ 1 4 の α -オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 と の １ ： １ モ ル 比 共 重 合 体 の メ チ ル グ リ
　 　 　 　 コ ー ル 部 分 エ ス テ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平 均 分 子 量 ＝ 15,000
　 Ｂ ： C 1 2 ～ 1 4 の α -オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 と の １ ： １ モ ル 比 共 重 合 体 の メ チ ル ジ グ
      リ コ ー ル
 　 　 　 部 分 エ ス テ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平 均 分 子 量 ＝ 16,500
 　 Ｃ ： C 1 2 ～ 1 4 の α -オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 と の １ ： １ モ ル 比 共 重 合 体 の ブ チ ル グ
リ 　 　 　 コ ー ル
　 　 　 部 分 エ ス テ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平 均 分 子 量 ＝ 16,600
 　 Ｄ ： C 1 2 ～ 1 4 の α -オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 と の １ ： １ モ ル 比 共 重 合 体 の ブ チ ル ジ
グ 　 　 　 リ コ ー ル
　 　 　 部 分 エ ス テ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平 均 分 子 量 ＝ 18,100
 　 Ｅ ： C 1 2 ～ 1 4 の α -オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 と の １ ： １ モ ル 比 共 重 合 体 の ２ － エ チ
ヘ 　 　 　 キ シ ル
 　 　 　 ジ ゴ リ コ ー ル 部 分 エ ス テ ル 　 　 　 　 　 平 均 分 子 量 ＝ 20,200
 　 Ｆ ： C 1 2 ～ 1 4 の α -オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 と の １ ： １ モ ル 比 共 重 合 体 の オ ク チ ル
オ 　 　 　 ク タ エ チ
 　 　 　 レ ン グ リ コ ー ル 部 分 エ ス テ ル 　 　 　 　 平 均 分 子 量 ＝ 31,000　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｇ ： C 1 2 ～ 1 4 の α -オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 と の １ ： １ モ ル 比 共 重 合 体 の ア リ ル グ リ
　 　 　 　 コ ー ル
 　 　 　 部 分 エ ス テ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平 均 分 子 量 ＝ 16,000
 　 Ｈ ： C 1 2 ～ 1 4 の α -オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 と の １ ： １ モ ル 比 共 重 合 体 の ベ ン ジ ル
ジ 　 　 　 グ リ
 　 　 　 コ ー ル 部 分 エ ス テ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 平 均 分 子 量 ＝ 19,000
 　 Ｉ ： C 1 2 ～ 1 4 の α -オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 と の １ ： １ モ ル 比 共 重 合 体 の プ ロ ピ ル
プ 　 　 　 ロ ピ レ ン
 　 　 　 ジ グ リ コ ー ル 部 分 エ ス テ ル 　 　 　 　 　 平 均 分 子 量 ＝ 17,600
 　 Ｊ ： C 1 2 ～ 1 4 の α -オ レ フ ィ ン と 無 水 マ レ イ ン 酸 と の １ ： ２ モ ル 比 共 重 合 体 の ブ チ ル ジ
グ 　 　 　 リ コ ー ル
　 　 　 部 分 エ ス テ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平 均 分 子 量 ＝ 11,000
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 実 施 例 ９ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 実 施 例 １ ０ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 実 施 例 １ １ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 特 定 高 分 子 化 合 物 を 用 い 、 表 1に 示 す 所 定 の 成 分 と 所 定 の 配 合 量 で 配 合 し て 、 圧 延
油 組 成 物 を 調 製 し た 。 表 中 の 数 値 は 重 量 ％ を 示 す 。 か く し て 得 ら れ た 各 組 成 物 に つ い て 、
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各 種 特 性 を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 2並 び に 図 １ ～ ７ に 示 す 。 但 し 、 各 種 特 性 は 夫 々 次 の
方 法 で 測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ＜ 付 着 試 験 ＞
　 1.6× 80× 100mmの 酸 洗 板 を 用 い 、 本 発 明 圧 延 油 ２ ％ エ マ ル ジ ョ ン を 8000rpm× 3min攪 拌
作 製 し 、 ダ ル 圧 延 ４ パ ス （ 総 圧 下 率 20%） 後 、 水 切 り し て 風 乾 （ 24時 間 ） し 、 秤 量 し て Ｗ

１ を 測 定 す る 。 次 い で ト リ ク レ ン で 洗 浄 し て 秤 量 し て Ｗ ２ を 測 定 す る 。
　  
　 　 　 付 着 量 （ mg/m 2 ） ＝ Ｗ １ － Ｗ ２ (mg)/圧 延 後 の 表 面 積 （ m 2 ）
　  
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 ＜ 圧 延 試 験 ＞
　 　 二 段 式 圧 延 機 を 用 い て 、 下 記 条 件 に て 3パ ス 圧 延 し 、 圧 率 下 75％ 時 点 に 於 け る ト ー タ
ル 圧 延 荷 重 （ TON数 ） を 測 定 し 、 下 記 式 に よ る 圧 延 相 対 比 を 求 め た 。
　 　 ＊ 圧 延 条 件
　 　 　 圧 延 材 料 ： 酸 洗 鋼 板 （ SPHC） 厚 さ 2.2mm× 巾 50mm× 長 さ 500mm
　 　 　 圧 延 速 度 ： 13m/min
　 　 　 圧 延 ロ ー ル ： 直 径 150mm、 胴 長 200mmブ ラ イ ト ロ ー ル
　 　 　 ク ー ラ ン ト 温 度 ： 50～ 55℃
　 　 　 ク ー ラ ン ト 濃 度 ： ５ ％ エ マ ル ジ ョ ン
　 　 　 パ ス ス ケ ジ ュ ー ル ： 3パ ス

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 ＊ 圧 延 相 対 比 ＝ 　 比 較 例 1の 圧 延 荷 重 （ TON数 ）
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 ＜ 鋼 板 明 度 試 験 ＞
　 　 試 験 圧 延 し た 鋼 板 表 面 に 市 販 メ ン テ ン グ テ ー プ を 貼 り 付 け 、 次 い で 剥 離 し 、 該 テ ー プ
を 標 準 白 色 台 紙 に 貼 り 付 け た 表 面 を 日 本 電 色 工 業 製 色 差 計 ND-101D型 で そ の 明 度 を 測 定 し
た 。 完 全 黒 色 を ０ 、 標 準 白 色 台 紙 の 明 度 を 85と し て 求 め る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 ＜ 劣 化 テ ス ト ＞
　 　 本 発 明 圧 延 油 （ ３ ％ エ マ ル ジ ョ ン ） を 下 記 [図 ７ ]に 示 す 循 環 劣 化 試 験 機 で ７ 日 間 劣 化
試 験 を 行 い 、 試 験 前 後 の 粒 径 分 布 を ベ ッ ク マ ン ・ コ ー ル タ ー Multisizerで 測 定 し た 。
但 し 図 ７ 中 １ は タ ン ク （ 液 温 55± ５ ℃ ） 、 ２ は フ ィ ル タ ー 、 ３ は ポ ン プ （ 25　 l /min） 、
４ は 回 転 ド ラ ム （ 30φ cm× 20cm） を 示 す 。
こ の 回 転 ド ラ ム ４ 中 に は 1/2inch鋼 球 ボ ー ル 150個 、 2cm× 2cm× 1cm鋳 物 ブ ロ ッ ク 8個 を 内 在
せ し め 、 115rpmで 回 転 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 但 し 、 鉱 物 油 ＊ １ ： パ ラ フ ィ ン 系 鉱 物 油 　 粘 度 　 40℃ 　 10 mm 2 /sec
      リ ン 系 極 圧 剤 ＊ ２ ： ト リ ク レ ジ ル フ ォ ス フ ァ イ ト
　 　 　 酸 化 防 止 剤 ＊ ３ ： ２ ， ４ ジ ｔ － ブ チ ル ｐ － ク レ ゾ ー ル
　 　 　 防 錆 剤 ａ ： ド デ セ ニ ル コ ハ ク 酸
　 　 　 防 錆 剤 ｂ ： ペ ン タ デ セ ニ ル コ ハ ク 酸 モ ノ イ ソ プ ロ ピ ル エ ス テ ル
　 　 　 ホ ゜ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル ＊ ４ ： ト リ デ シ ル ア ル コ ー ル エ チ レ ン オ キ
サ イ ド ４ モ ル 付 加 物
 
【 ０ ０ ３ ４ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 組 成 物 の 特 性 測 定 結 果 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 組 成 物 は ４ ８ ％ ～ ９ ２ ％ 付 着
量 が 向 上 し 、 そ れ に 伴 い 、 潤 滑 性 も ２ ％ ～ １ ０ ％ 向 上 し て い る 。 こ の こ と は 、 消 費 電 力 の
低 減 に 繋 が る 。 又 、 鋼 板 明 度 の 試 験 結 果 か ら 、 本 発 明 組 成 物 は 比 較 例 よ り 圧 延 後 の 鋼 板 表
面 が 綺 麗 で あ る こ と が 判 る 。 劣 化 試 験 前 後 の 粒 径 分 布 の 変 化 か ら み て も 、 本 発 明 組 成 物 は
変 化 が 少 な く 、 鉄 粉 が 生 成 混 入 し て も 、 乳 化 性 が 安 定 し て い る こ と が 判 る 。 乳 化 変 動 が な
い と 言 う こ と は 、 均 一 付 着 が 可 能 で 圧 延 ス ピ ー ド の 高 速 化 に も 対 応 で き 、 圧 延 荷 重 変 動 が
少 な く 、 油 原 単 位 の 低 減 に も 繋 が る こ と が 判 る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 金 属 圧 延 油 組 成 物 を 、 水 に 稀 釈 し て ２ ～ ５ ％ の エ マ ル ジ ョ ン を 作 製 し て 、 循 環 し
な が ら 圧 延 ロ ー ル 、 被 圧 延 材 の 間 隙 に ス プ レ ー 給 油 す る こ と に よ り 、 荷 重 変 動 も な く 、 消
費 電 力 、 油 原 単 位 を 低 減 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 例 ２ の 新 液 の 粒 径 分 布
【 図 ２ 】 実 施 例 ２ の 劣 化 液 の 粒 径 分 布
【 図 ３ 】 実 施 例 ８ の 新 液 の 粒 径 分 布
【 図 ４ 】 実 施 例 ８ の 劣 化 液 の 粒 径 分 布
【 図 ５ 】 比 較 例 １ の 新 液 の 粒 径 分 布
【 図 ６ 】 比 較 例 １ の 劣 化 液 の 粒 径 分 布
【 図 ７ 】 劣 化 試 験 の 方 法 を 示 す 図 面
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 　 　 １ ・ ・ ・ タ ン ク
　 　 　 　 ２ ・ ・ ・ フ ィ ル タ ー
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　 　 　 　 ３ ・ ・ ・ ポ ン プ
　 　 　 　 ４ ・ ・ ・ 回 転 ド ラ ム

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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